
Title 現代韓国語に入っている日本語 : 日本で一部または
全部が訓読みされる語を中心として

Author(s) 李, 漢燮

Citation 語文. 1984, 44, p. 15-26

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/68723

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



現
代
韓
国
語
に
入
っ
て
い
る
日
本
語

―
―
日
本
で

一
部
ま
た
は
全
部
が
訓
読
み
さ
れ
る
語
を
中
心
と
し
て
―
―

李

一
、
は
じ
め
に

現
代
韓
国
語
に
は
数
多
く
の
日
本
語
が
入

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
日
本
語
か

ら
の
借
用
は
、　
一
八
八
〇
年
代
以
後
の
韓
国
と
日
本
と
の
文
化
的
言
語
的
接
触

お
よ
び
二
〇
世
紀
前
半
に
お
け
る
日
本
の
韓
国
支
配
と
深
く
か
か
わ

っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
も
な
お
科
学
技
術
用
語
を
中
心
に
一
部
の
日
本
語
が
借

用
さ
れ
て
い
る
。

韓
国
に
入
っ
て
い
る
日
本
語
を
語
種
別
に
分
け
て
み
る
と
、
①

「哲
学
只
社

■

〔Ｌ
ｏ
Ｆ
，
こ
）
。
「経
済
」
（４
川

〔二
ｏ●
０
い
Ｃ
）
。
「映
画
」
（電
斗

〔̈
ｏ
ｏ
，

く
じ
）
な
ど
の
漢
語

（以
下

「漢
語
」
と
は
字
音
語
の
こ
と
を
意
味
す
る
）、
②

「
オ
デ
ン
」
（
ユ
可

〔ｏ
Ｌ
ｏ
色
）
。
「
フ
リ
バ
シ
」
（斗
■
■
４

〔〓
ミ
ど
と
い》

・

「
ス
シ
」
（牛
月

〔∽●
∽いし

な
ど
の
和
語
、
③

「葉
書
」
（嗜
パ

〔̈
ｏ０
８
じ
「待

合
室
」
（嘲
■
４

〔Ｏ
ｏ口
”
Ｌ
巳
）
。
「組
合
」
（
二
せ

〔Ｌ
ｏ
，
８
》

な
ど
の
よ
う

に
、
日
本
で
は

一
部
ま
た
は
全
部
が
訓
読
み
さ
れ
る
語
で
、
韓
国
に
入

っ
て
音

読
さ
れ
、
漢
語
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
語
、　
④
「
オ
ー
バ
ー
只
ユ
■

〔ｏ
σ
じ

・
フ
ア
レ
ビ
」
（可
司
可

〔お
お
び
【）

。
「
サ
イ
ダ
ー
」
（４
ｏｌ
斗

〔脇
〓
じ
）
な

ど
の
よ
ヶ
に
日
本
を
通
じ
て
入

っ
た
洋
語
、
⑤

「デ
ッ
ド

・
ボ
ー
ル
六
可
二
善

〔８
２
げ
ｏ
】〕）
。
「
ナ
イ
タ
ー
」
（■
■
■

〔●
“
”̈
３
）
、

「
マ
イ

・
カ
ー
」
（■
可

漢

外

〔日
”
”澪
じ
）
な
ど
の
日
本
製
英
語
、
⑥

「倶
楽
部
」
（子
■
半

〔５
一８
年
こ
〕

な
ど
の
よ
う
に
日
本
で
音
訳
さ
れ
た
洋
語
の
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
語
彙
の
量
は
漢
語
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
の
次
が
日
本
経
由

の
洋
語
、
和
語
、
日
本
で
一
部
ま
た
は
全
部
が
訓
読
み
さ
れ
る
語
で
韓
国
に
漢

語
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
語
、
日
本
製
英
語
、
日
本
で
音
訳
さ
れ
た
洋
語
、

の
順
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

た
准
耗
融
ｒ
に
¨
け
に
蝉
【

一 語
辞
な
し っ
“
、
当
詢
』
稀
い
一
い
Ч
『
が
庫
畔
繰

で
は
一
部
ま
た
は
全
部
が
訓
読
み
さ
れ
る
語
で
、
韓
国
に
入
っ
て
音
読
み
さ
れ

る
と
い
う
語
を
取
扱
お
う
と
思
う
。
但
し
、
今
回
は
ど
の
よ
う
な
語
が
、
い
つ

ご
ろ
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
入

っ
た
か
と
い
う
お
お
よ
そ
を
把
握
す
る
こ
と
を

中
心
に
考
え
、
語
別
の
詳
し
い
調
査
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

こ
れ
ら
の
語
に
つ
い
て
の
研
究
の
必
要
性
は
い
ろ
い
ろ
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、

韓
国
語
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
現
代
韓
国
人
に
こ
れ
ら
の
語
の
意
味
と
出
自
を

は
っ
き
り
さ
せ
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
韓
国
人
は
漢
語
の
意
味
を
考
え
る
時
、

漢
字
を
見
て
そ
の
意
味
を
考
え
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
語
は
も

と
も
と
漢
語
で
は
な
い
た
め
、
そ
の
あ
て
ら
れ
た
漢
字
を
音
読
す
る
時
、
意
味

が
わ
か
り
に
く
い
場
合
が
多
い
。
特
に
、
こ
れ
ら
の
語
が
日
本
か
ら
入

っ
た
語
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で
あ
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
人
に
は
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
語
が
韓

国
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
当
初
は
、
日
本
語
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ

っ
て
も
、

こ
れ
ら
の
語
が
長
い
間
ほ
か
の
漢
語
と
同
じ
よ
う
に
音
読
さ
れ
た
た
め
、
現
在

は
語
の
出
自
が
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
語
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
日
本
語
の
外
国
語
へ
の
影
響
と
い
う

問
題
が
あ
る
。
明
治
以
後
日
本
語
は
韓
国
語
お
よ
び
中
国
語
に
語
彙
面
で
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
言
わ
れ
て
い
４
た
、
そ
の
研
究
は
ま
だ
充
分
な
さ
れ
て

お
ら
ず
、
特
に
韓
国
語
に
及
ぼ
し
た
影
響
な
ど
に
つ
い
て
は
ま
だ
本
格
的
な
研

究
が
見
当
ら
な
い
。
ど
う
い
う
語
が
輸
出
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
み
る
の
は
、
日

本
語
の
研
究
に
お
い
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
語
か
ら
韓
国
語
に
入

っ
た
語
を
研
究
す
る
こ
と

は
、
日
本
語
に
お
い
て
も
韓
国
語
に
お
い
て
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
し
、
ま
た
、

近
代
以
後
日
韓
の
文
化
交
流
の
す
が
た
も
こ
う
し
た
こ
と
ば
の
研
究
を
通
じ
て

明
ら
か
に
な

っ
て
行
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
　
調
査
方
法

韓
国
に
お
い
て
、
あ
る
語
が
日
本
か
ら
入

っ
た
語
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
は
、
次
の
二
点
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
、
韓
国
語
に
お
い
て
は
、
日
本
と
の
言
語
的
文
化
的
社
会
的
接
触
以
前

に
は
そ
の
語
が
韓
国
語
に
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
の
語

が
日
本
と
の
接
触
以
後
日
本
語
の
影
響
で
使
い
始
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
究

明
す
る
必
要
が
あ
る
。

日
本
語
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
が
韓
国
語
の
用
例
よ
り
も
先
の
時
代

か
ら
存
在
し
て
い
た
日
本
語
で
あ

っ
て
、
後
の
韓
国
語
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
二
点
を
念
頭
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
調
査
を
す
す
め
た
。

①
ま
ず
、
『川
♀
「
せ
署
４
社
』
（社
冽
社

・
社
〓
社
編
、　
一
九
八

一
年
版
、

三
省
出
版
社
）
・
『製
礼
生
国
語
辞
典
』
（民
衆
書
林
編
、　
一
九
八
〇
年
版
）
な
ど

の
韓
国
語
の
辞
典
か
ら
、
日
本
語
と
同
じ
語
形

（漢
字
表
記
）
を
持

っ
て
い
る

語
の
中
で
、
日
本
で
一
部
ま
た
は
全
部
を
訓
読
み
す
る
語
を
選
び
出
し
た
。

②
次
に

『
日
本
国
語
大
辞
典
』

（小
学
館
）
お
よ
び

『学
研
国
語
大
辞
典
』

（金
田
一
春
彦

・
池
田
弥
三
郎
編
、　
一
九
八

一
年
版
、
学
習
研
究
社
）
か
ら
、
現

代
韓
国
語
と
漢
字
表
記
が
同
じ
で
あ
る
語
で
、
日
本
で
は

一
部
あ
る
い
は
全
部

を
訓
読
み
す
る
が
韓
国
語
で
は
音
読
み
し
て
い
る
語
を
選
び
出
し
、
①
で
選
び

出
し
た
語
と
合
わ
せ
て

一
覧
を
作

っ
た
。

③
こ
れ
ら
の
語
の
中
で
、
「大
漢
抑
辮
報
』
（諸
橋
轍
次
編
）
や
四
書
五
経
な

ど
の
漢
籍
の
索
引
類
、
中
国
の
洋
学
資
料
、　
ロ
プ
シ
ャ
イ
ド
の

『英
華
字
典
』

な
ど
の
中
国
の
各
種
資
料
に
同
じ
語
形
が
見
え
る
語
は
調
査
の
対
象
か
ら
除
い

た
。

で
¨
衆
れ
ば
】
¨
神
は
一
い
な
ど
］
』
蹴
螂
「
輸
』
語 っ
ぃ
』
¨
Ｃ
御
詢
お
晴
科

語
か
ら
入
っ
た
語
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
た
。

③
日
本
か
ら
入

っ
た
語
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う

な
基
準
を
立
て
た
。

Ａ
韓
国
語
の
用
例
よ
り
先
の
時
代
に
日
本
に
用
例
の
あ
る
日
本
語
で
、
韓
国

語
に
は
、
日
本
と
の
各
種
接
触
が
あ

っ
た
時
代
か
ら
用
例
が
あ
る
語
は
、

日
本
か
ら
入

っ
た
語
と
考
え
る
。
こ
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
に
つ
い
て

韓
国
の
伝
統
的
な
漢
語
の
語
構
成
や
造
語
方
法
と
異
な
る
点
が
あ
る
か
ど

う
か
に
も
注
目
す
る
。

Ｂ
中
国
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
す
で
に
中
国
語
に
お
い
て
も
日
本
か
ら
入
っ



た
語
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ幾
記
は
、
韓
国
語
に
お
い
て
も
日
本

か
ら
入
っ
た
語
と
考
え
る
。

Ｃ
ま
だ
疑
わ
し
い
点
の
あ
る
語
は
、
本
稿
で
は
除
外
す
る
。

三
、
日
本
で
は
漢
語
で
は
な
い
が
韓
国
に
漢
語
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
語

前
章
の
方
法
に
よ
り
調
査
し
た
結
果
、
日
本
で
は
全
部
ま
た
は

一
部
が
訓
読

み
さ
れ
る
が
、
韓
国
語
に
入
っ
て
音
読
み
さ
れ
る
と
い
う
語
は
四
〇
五
語
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
四
〇
五
語
を
五
十
音
順
に
あ
げ
る
と
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

但
し
、
本
稿
で
は
、
印
刷
の
都
合
上
韓
国
語
の
読
み
を
い
ち
い
ち
示
さ
な
い
で
、

そ
の
例
だ
け
を
簡
単
に
示
す
こ
と
に
す
る
。
た
と
え
ば
、

「合
気
道
」
は

「寸

冽
二

〔，
，
り
〓
０
３
」
の
よ
う
に
、
「合
乗
」
は

「寸
告

〔，
”
０
∽ご
ど

の
よ
う
に
、

韓
国
の
漢
字
音
で
音
読
す
る
の
で
あ
る
。

②
合
気
道
　
合
乗
　
青
信
号
　
赤
字

（と
金
融
、
―
公
債
、
そ
財
政
）
赤
潮

赤
信
号
　
赤
線
区
域
　
赤
線
地
帯
　
赤
松
　
明
渡
　
後
払
　
暴
酒
　
編
物

（々

機
）④
言
争
　
一面
渡
　
家
出
　
慰
間
袋
　
入
口
　
色
狂

②
請
負

（―
業
、
―
金
、
―
契
約
、
々
工
事
、
そ
人
）
　
受
付
　
受
取

（―

書
、
―
証
、
―
人
、
そ
物
）
打
合
、
内
訳
　
埋
立
（―
地
）

売
物
　
士冗
渡

（―

証
、
―
場
、
ど
証
書
）

売
上

（―
金
、
そ
高
）

売
借
　
士π
入
　
売
出
　
士π
場

上
回
　
上
向
　
売
切

②
追
越
　
大
売
出
　
大
型

（―
株
、
そ
自
動
車
）
　

大
幅
　
送
状
　
覚
書

親
子
　
織
物

②
買
上

（々

米
）

買
入
　
買
受

（―
証
、
―
人
）

買
占
　
買
物
　
抱
主

係
　
係
員
　
係
長
　
係
助
詞
　
貸
切
　
貸
越
　
貸
室
　
貸
出

（―
金
）
、　
貸
付

―
係
、
―
期
限
、
そ
金
）

貸
店
舗
　
貸
家
　
々
型

（自
由
と
、
血
液
―
、
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
と
、
新
２
）

金
型
　
株

（公
開
―
、
固
定
と
、
上
場
―
、
新
―
、成
長

―
、
特
定
―
、
場
外
―
、
優
先
―
、
優
良
―
、
そ
価
、
ど
券
）
　
株
式

（セ
会

社
、
―
公
開
、
―
合
資
会
社
、
そ
市
場
、
―
投
資
信
託
、
―
配
当
、
そ
引
受
、

―
プ
レ
ミ
ア
ム
、
と
分
割
、
と
併
合
）

株
主

（々

権
、
と
総
会
、
―
名
簿
、

―
優
待
）

壁
紙
　
壁
新
聞
　
上
期
　
上
半
期
　
空
手

（挙
法
の
一
種
）
　

仮

―
（―
釈
放
、
―
差
押
、
―
執
行
、
と
住
所
、
そ
出
獄
、
―
出
場
、
―
条
約
、
こ

処
分
、
―
調
印
、
―
登
記
、
―
埋
葬
）
　
仮
縫
　
仮
払
　
借
入
（セ
金
、―
資
金

―
資
本
）

○
気
合
　
絹
織
（―
物
）

切
上
（評
価
２
）

切
下
（評
価
々
）

②
ｌ
口

（開
札
を
）

組
合

（―
員
、
―
運
動
、
と
長
、
―
定
款
）

組
長

組
立

（セ
玩
具
、
ど
工
、
２
工
場
、
こ
構
造
、
そ
住
宅
）

組
版
　
黒
字
（―
財

政
、
―
倒
産
）

黒
幕

○
毛
織

（―
物
）

消
印
　
現
場

○
恋
人
　
小
売

（―
市
場
、
―
商
、
そ
商
人
、
―
店
、
そ
人
、
―
物
価
、
―

物
価
指
数
）

高
利
貸
　
小
型
　
小
作

（―
権
、
こ
争
議
、
そ
農
、
―
法
、こ
間

題
、
そ
米
、
―
料
）

氷
水
　
小
使
　
小
包

（―
郵
便
、
―
郵
便
物
）

小
道
具

小
荷
物
　
小
幅
　
紺
色

○
先
払
　
先
渡
　
作
付

（々

面
積
）

差
入

（―
口
、
―
品
、
―
物
）

差
出

差
押

（セ
額
、
２
禁
上
、
―
状
、
ど
物
、
々
物
件
、
そ
命
令
）

挿
木
　
残
高

②
試
合
　
敷
地
　
下
請
　
下
請
負
　
下
回
　
下
向
　
品
切
　
品
物
　
支
払

（―
協
定
、
そ
拒
絶
、
ど
金
、
―
準
備
金
、
―
準
備
制
度
、
と
超
過
、
こ
停
止
、

と
伝
票
、
―
人
、
と
場
所
、
と
不
能
、
こ
命
令
、
―
猶
予
）
　

下
期
　
下
半
期

Ｏ
据
置

○
背
番
号

②
底
力
　
底
引
網
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②
大
陸
棚
　
と
高

（漁
獲
々
、
生
産
―
、
外
貨
準
備
々
、
発
行
―
）
　
立
会

（―
場
、
２
人
）

立
席
　
立
場
　
建
坪
　
建
物

②
接
木
　
坪
当
　
積
金
　
積
立

（と
金
）

○
手
当
　
定
置
網
　
手
入
　
出
口
　
手
順
　
手
数
料
　
手
製
　
手
続
　
手
荷

物
　
手
配

①
特
種
　
取
扱

（―
者
、
―
所
、
２
人
、
ど
約
款
）

取
消
（々

権
、
そ
訴
訟
）

取
下
　
取
締

（々

役
）

取
調

○
仲
売

（―
人
）

長
靴
　
投
売
　
投
買
　
名
札
　
生
々

（―
ゴ
ム
、
と
菓

子
、
と
放
送
）

○
荷
受
人
　
荷
送

（々

状
、
２
人
）

荷
主
　
荷
物
　
荷
役

②
延
と

（２
人
員
、
―
日
数
）
　

延
払

（―
輸
出
）

⑥
葉
書

（往
復
―
）
場
所

場
面

々
払

（
一
時
と
、
先
と
）
払
込

（韓
国

で
は

「込
」
の
代
り
に

「
入
」
が
使
わ
れ
る
。―
金
、―
資
本
）
払
下

半
長
靴

○
引
上
　
引
揚
　
引
受

（２
会
社
、
２
価
格
、
そ
人
）

引
下
　
引
出
　
引

継
　
引
渡
　
人
質
　
平
―

（々

教
授
、
と
社
員
、
―
会
員
）

②
封
手
　
吹
込
　
船
着
場
　
船
積

（―
港
、
ど
船
荷
証
券
）

船
渡
　
振
替

不
渡○
別
刷

⑦
前
売
　
枕
木
　
巻
煙
（草
）

正
宗
　
待
合
室
、
窓
口
（―
規
制
、
そ
指
導
）

○
未
払
（と
金
）

見
積

（々

書
、
ど
額
）
、
見
習

（々

士
官
）、
未
払
込

（セ

資
本
）

身
分
（セ
権
、
２
証
明
、
ど
証
明
書
、
―
制
度
、
そ
保
障
）

見
本
（２

市
、
―
売
買
）

身
元

（２
引
受
、
ど
引
受
人
、
そ
保
証
、
そ
保
証
人
）

④
虫
歯

○
申
入
　
持
入
　
持
分
　
一死
帳
　
桃
色

○
役
割
　
一犀
人

○
行
先

（―
地
）

行
方

（々

不
明
）

③
選
好

②
割
　
割
当

（―
制
）

割
引

（―
券
、
―
発
行
、
２
率
、
―
料
、
再
セ
）

割
増

（々

金
、
ど
発
行
、
そ
料
、
ど
料
金
）

な
お
今
回
は
、
現
代
韓
国
語
に
入

っ
て
い
る
語
を
中
心
に
考
え
た
の
で
、
右

の
リ
ス
ト
で
は
、　
一
時
期
使
わ
れ
た
語
で
、
現
代
韓
国
語
で
は
使
わ
れ
な
い
語

が
表
か
ら
漏
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

次
は
、
以
上
あ
げ
た
語
を
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
み
て
み
た
い
。

ま
ず
、
∧
表
―

一
Ｖ
は
、
右
に
あ
げ
た
四
〇
五
語
に
ど
の
よ
う
な
分
野
の
語

が
多
い
か
を
み
る
た
め
、
分
野
別
に
分
け
た
も
の
で
あ
る
。
Ａ
表
―

一
Ｖ
で
見

る
よ
う
に
、
日
本
で
は
一
部
ま
た
は
全
部
が
訓
読
さ
れ
る
語
で
、
韓
国
に
漢
語

と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
語
に
は
、
商
業

・
経
済
用
語
が

一
八

一
語

（四
四
ｏ

六
九
％
）
で
一
番
多
く
、
次
が

一
般
語

（
六
四
語
）
、
法
律

・
警
察
用
語
（四
七

語
）
、
交
通
運
輸
用
語

（
二
〇
語
）
、
建
築
土
木
関
係
用
語

（
二
〇
語
）
、
行
政

用
語

（
二
〇
語
）
の
順
で
あ
る
。

ま
た
、
右
に
あ
げ
た
語
は
、
韓
国
に
入
る
前
に
は
韓
国
に
存
在
し
な
か
っ
た

物
や
こ
と

。
概
念
を
表
わ
す
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
と
、
ほ
と
ん
ど

一
般
人

が
ふ
だ
ん
使

っ
て
い
る
生
活
用
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
く
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
語
は
、
あ
る
特
定
人
物
や
資
料
な
ど
に
よ
っ
て
受

け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
直
接
多
く
の
一
般
庶
民
に
よ

っ
て
生
活
用
語

と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
意
味
や
用
法
面
で
日
本
の
そ
れ
と
違
い
が
あ
る
か
ど
う
か
を
考
え
て

み
た
い
。
右
に
あ
げ
た
四
〇
五
語
の
中
に
、
韓
国
語
に
入

っ
て
意
味
が
変

っ
た

語
は
見
当
ら
な
い
。
し
か
し
、
日
本
で
多
義
語
と
し
て
使
わ
れ
る
語
の
中
に
は
、

韓
国
で
そ
の
語
の
一
部
の
意
味
し
か
受
け
入
れ
な
か

っ
た
語
が

一
八
語
も
あ

っ



〈表-1〉

分 野 別 IJL諭 | %1        例
商 業・経 済 I Bll“・ 91売出 売上,貼 小売,品物,支払,貸出 凱 株式

…¨

土 木・建 築 1  20 1 4.941請 負,埋立,組立,敷地,下請,建坪,建物……

行 政 4.44 覚書,係長,上半期,手数料,手続,取消,払下…

農 業 小作,作付,さ し木,接木¨

繊 維・服 装 9 2.22 編物,繊物,仮縫……

郵 便 6 消印,小包,葉書……

印刷・出版・放送 5 1.23 組版,特種,生放送……

漁 業 5 赤潮,底引網,漁獲高……

社 会 6 赤線地帯,家出,抱主……

スポーツ 。碁 5 合気道,試合,背番号,封手……

其 他 7 吹込(レ コード),小道具,慰問袋,係助詞……

た
。
例
え
ば
、
「手
当
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
『
学
研
国
語
大
辞
典
』

（金
田

一

春
彦

・
池
田
弥
三
郎
編
、
学
習
研
究
社
、　
一
九
八
一
年
版
）
に
は
、
「①
〔あ
る

物
事
を
予
定
し
て
〕
前
も

っ
て
用
意
し
て
お
く
こ
と
。
準
備
、
②
報
酬
と
し
て

与
え
ら
れ
た
金
銭
ま
た
、
本
俸
以
外
に
支
給
さ
れ
る
金
銭
、
③
心
づ
け

。
謝
礼
、

④
病
気

。
け
が
な
ど
に
対
し
て
処
置
を
ほ
ど
こ
す
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
処
置
」

な
ど
と
書
い
て
あ
る
が
、
現
代
韓
国
語
で
は
②
の
中
で
も

「本
俸
以
外
に
支
給

さ
れ
る
金
銭
」
の
意
味
で
し
か
使
わ
れ
な
い
。
ま
た
、
「見
本
」
が
日
本
で
は
、

①
商
品
な
ど
の
サ
ン
プ
ル
、
②
代
表
例

。
適
例
、
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、

韓
国
で
は
①
の
意
味
で
し
か
使
わ
れ
な
い
。

「手
当
」
や

「見
本
」
以
外
に
、

韓
国
で
意
味
を
限
定
し
て
受
け
入
れ
た
語
を
あ
げ
る
と
次
の
と
お
り

で
あ

る

（現
代
韓
国
語
で
は
括
弧
の
意
味
で
し
か
使
わ
れ
な
い
。
な
お
、
括
弧
の
中

の

意
味
は
、
前
記
の

『学
研
国
語
大
辞
典
』
に
よ
っ
た
）
。

○
赤
字

（収
入
よ
り
支
出
が
多
い
こ
と
。
欠
損
）

○
言
渡

（裁
判
官
が
当
事
者
に
口
頭
で
判
決
を
宣
告
す
る
こ
と
）

○
打
合

（あ
ら
か
じ
め
相
談
す
る
こ
と
）

○
売
渡

（自
分
の
物
を
売

っ
て
、
相
手
に
渡
す
）

○
覚
書

（相
対
国
に
対
し
て

一
方
的
に
希
望

。
意
見
な
ど
を
書
き
記
し
た
略

式
の
外
交
文
書
）

○
親
子

（親
と
子
）

○
気
合

（
か
け
ご
え
。
精
神
を
き
た
え
る
た
め
に
、
体
罰
を
加
え
る

〔軍
隊

用
語
じ

○
黒
字

（切
り
あ
げ
る
こ
と
）

（共
通
の
利
害

。
目
的
を
持
つ
多
く
の
人
々
が
集
ま
り
、
そ
の
利
害

ｏ
目
的
の
た
め
に
た
が
い
に
助
け
合

っ
て
活
動
す
る
組
織
）
　
　
　
９

（収
入
が
支
出
よ
り
多
い
こ
と
）

○ ○
組 切
合 上



○
黒
幕

（自
分
は
表
面
に
出
ず
、
か
げ
で
計
画
し
、
指
図
す
る
人
）

○
差
入

（留
置
場

。
拘
置
所

・
刑
務
所
な
ど
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
人
に
、
外

部
か
ら
食
べ
物

・
衣
類
な
ど
を
届
け
て
や
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の

品
物
）

○
据
置

（
〔貯
金

・
債
券

ｏ
年
金
な
ど
〕

一
定
の
期
間
、
払
い
も
ど
し
た
り
、

償
還
し
な
い
で
お
く
こ
と
）

○
立
場

（そ
の
人
の
置
か
れ
て
い
る
地
位

・
境
遇
ま
た
、
そ
の
人
の
面
目
。

立
つ
瀬
）

○
手
順

（囲
碁

。
将
棋
で
、
打
ち
手
ま
た
は
さ
し
手
の
こ
と
。
ま
た
、
さ
す

順
序
）

○
手
続

（あ
る
こ
と
を
す
る
た
め
に
必
要
な
、
順
序
を
お
っ
た
処
置
。
ま
た
、

そ
れ
を
す
る
こ
と
）

次
に
、
韓
国
人
が
こ
れ
ら
の
語
の
漢
字
を
み
て
、
ど
の
く
ら
い
意
味
が
わ
か

る
か
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。
現
代
韓
国
人
が
漢
字
に
頼

っ
て
右
に
あ
げ

た
語
の
意
味
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
語
は
、
①
意
味
が
大
体
分
か
る
語
、
②

あ
る
程
度
わ
か
っ
た
気
が
し
な
が
ら
も
、
結
局
は
わ
か
ら
な
い
語
、
③
全
然
分

か
ら
な
い
語
の
大
体
三
段
階
に
大
別
で
き
る
と
思
う
。

ま
ず
、
①
漢
字
を
見
て
、
意
味
が
大
体
わ
か
る
語
に
は

後
払
　
一面
争
　
家
出
　
入
口
　
士冗
場
　
大
型
　
買
物
　
毛
織
　
小
型
　
出

口
　
手
製
　
船
着
場
　
２
型

（自
由
―
、
血
液
―
な
ど
）

仮
―

（ど
釈

放
な
ど
）
　
々
口

（門
札
ど
）
　
生
―

（と
ゴ
ム
、
そ
放
送
な
ど
）

な
ど
、
九
三
語

（全
体
の
三
二
。
九
六
％
）
が
あ
る

（以
下
、
各
語
が
ど
こ
に

属
す
る
か
は
、
筆
者
の
判
断
に
よ
る
も
の
で
、
人
に
よ
っ
て
は
多
少
差
が
あ
る

か
も
知
れ
な
い
）
。
①
に
属
す
る
語
は
、
両
方
の
漢
字
に
意
味
が
生
き
て
い
る

語
が
多
い
。
ま
た
、
「仮
釈
放
」
の
よ
う
に
、
和
語
の
接
辞
と
漢
語
が
結
合

し

た
場
合
に
も
、
韓
国
人
は
和
語
に
あ
て
た
漢
字
の
意
味
が
生
き
て
い
れ
ば
、
語

全
体
の
意
味
も
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

②
に
属
す
る
語
と
し
て
は

赤
字
　
編
物
　
抱
主
　
黒
字
　
引
下

不
渡
　
積
金
　
身
分
　
残
高
　
未
払
込

な
ど
、
九
八
語

（全
体
の
二
四

ｏ
一
九
％
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
に
は
、
「赤

字
」
や

「
黒
字
」
の
よ
う
に
意
味
が
転
じ
た
語
や
、
「編
物
」
や

「引
下
」
の
よ

う
に
、
日
本
で
訓
読
み
す
る
語
で
、
漢
字
の
一
部
し
か
意
味
が
は
っ
き
り
し
な

い
も
の
、
「身
分
」
や

「残
高
」
の
よ
う
に
、
湯
桶
読
み

ｏ
重
箱
読
み
で
、
漢
字

の
一
部
し
か
意
味
が
わ
か
ら
な
い
も
の
が
多
い
。

以
上
の
例
で
わ
か
る
よ
う
に
、
韓
国
人
は
、
語
の
意
味
が
転
じ
た
も
の
や
、

字
の
一
部
し
か
意
味
が
生
き
て
い
な
い
場
合
に
は
、
全
体
の
意
味
も
つ
か
み
に

く
い
の
で
あ
る
。

③
に
属
す
る
語
に
は

請
負
　
内
訳
　
覚
書
　
株
式
　
組
合
　
差
入

手
続
　
取
調
　
葉
書
　
見
積
　
見
本
　
割
引

な
ど
の
二
一
四
語

（全
体
の
五
二
・
八
四
％
）
で
、
数
が

一
番
多
い
。
③
に
属

す
る
語
は
も
と
も
と
和
語
に
漢
字
を
あ
て
た
語
が
多
く
、
日
本
語
で
も
漢
字
と

語
の
意
味
が

一
致
し
な
い
語
が
多
い
。
韓
国
人
に
と

っ
て
③
の
よ
う
な
日
本
の

あ
て
字
は
意
味
が
わ
か
り
に
く
い
。

以
上
韓
国
人
が
漢
字
だ
け
を
み
て
、
ど
の
く
ら
い
意
味
が
わ
か
る
か
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
が
、
四
〇
五
語
の
中
に
意
味
が
わ
か
り
に
く
い
語
は
、
②
③
を

含
め
て
三
一
二
語

（全
体
の
七
七

。
〇
四
％
）
で
あ
る
。

四
、
韓
国
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
時
期
に
つ
い
て



現
代
韓
国
語
に
入
っ
て
い
る
日
本
語
に
つ
い
て
、
そ
の
借
用
の
時
期
を
明
ら

か
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
文
字
で
書
か
れ
た

用
例
は
実
際
の
話
し
こ
と
ば
の
用
例
よ
り
ず

っ
と
後
に
現
わ
れ
る
場
合
が
多
く
、

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
借
用
の
時
期
は
、
韓
国
に
お
い
て
の
語
史
を
詳
し
く

調
べ
て
か
ら
考
え
る
問
題
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
本
稿
で
扱
う
語
は
、

語
の
性
質
か
ら
み
て
書
か
れ
た
も
の
と
し
て
各
種
資
料
に
現
わ
れ
る
用
例
は
、

一
般
の
韓
国
人
の
話
さ
れ
た
用
例
よ
り
後
に
現
わ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

本
稿
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
借
用
の
時
期
に
つ
い
て
結
論
を
出
す
段
階
ま

で
は
い
か
な
い
が
、　
一
八
八
〇
年
以
後
出
版
さ
れ
た
韓
国
語
の
辞
典
お
よ
び
啓

蒙
書

・
雑
誌

・
小
説
類
な
ど
に
、
ど
う
い
う
語
が
現
わ
れ
る
の
か
を
時
期
別
に

み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
的
な
見
通
し
を
つ
け
た
。

現
代
韓
国
語
に
お
い
て
日
本
語
の
借
用
の
時
期
は
、
大
体
、
第

一
期

。
第
二

期

・
第
三
期
の
三
つ
に
わ
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
も
借
用
の
時

期
に
つ
い
て
は
、
三
期
に
わ
け
て
考
え
て
み
た
い
。

第

一
期
は
、　
一
八
七
六
年

（韓
国
が
日
本
に
開
港
し
た
年
）
か
ら
日
本
の
統

治
が
は
じ
ま
る
前
の
一
九

一
〇
年
ま
で
で
あ
る
。
第

一
期
の
資
料
と
し
て
本
稿

で
調
べ
た
も
の
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

①

『韓
佛
字
典
』

（
一
八
八
〇
年
、
リ
ー
デ
ル
）

②

『
西
遊
見
聞
』

（
一
八
九
五
年
、
金
吉
溶
）

③

『韓
英
字
典
』
初
版

（
一
八
九
七
年
、
「
０
，
ｒｅ

⑤ ④

霙

馨

二注（‰

一 。
録

一 十
％

一
組

Ｌ

（
死

葦

Ｅ

第
二
期
は
、　
一
九

一
一
年
か
ら

一
九
四
五
年
ま
で
の
日
本
統
治
期
で
あ
る
。

第
二
期
に
出
た
資
料
と
し
て
、
本
稿
で
調
べ
た
も
の
は
、

⑥

『創
造
』

一
号

（
一
九

一
九
年
五
月
）
―
九
号

（
一
九
二
一
年
五
月
）

⑦

『朝
鮮
語
辞
典
』

（
一
九
二
〇
年
、
朝
鮮
総
督
府
）

③

『韓
英
大
字
典
』

（↓
す
ｏ
Ｃ
黒
子
『
】０
”
ｏ
●
因
０
お
，
●
Ｕ
日
Ｌ
】り，
Ｕ
お
↑

ざ
口
”
【く
、
　

一
九
二

一
年
、
０
，
】ｐ

『，
日
３

ｏ
Ｏ
贅
多
、
朝
鮮
耶
蘇
教
書
会
）

③

『
濁
流
』

一一
『九華社蓄」森↓鰤」七―
一九五七年、

⑩
■
モ
■
コ
月
♀

『
是
汗
社
』

■
詈
■
コ
）

な
ど
が
あ
る
。

第
三
期
は
、　
一
九
四
五
年
の
解
放
以
後
か
ら
現
代
ま
で
で
あ
る
。
第
三
期
に

出
た
資
料
の
中
に
、
今
回
調
べ
た
資
料
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

①

『広
場
』

（
一
九
六
七
年
、
桂
仁
勲
、
新
丘
文
化
社
）

⑫

『子
朝
■
４
社
』

（
一
九
六
九
、
李
熙
昇
、
民
衆
書
館
）

⑩

『精
解
韓
日
辞
典
』

（
一
九
六
八
年
、
金
素
雲
、
微
文
出
版
社
）

⑭

『川
♀
■
せ
是
４
社
』

（
一
九
八
一
年
、
社
冽
社

・
社
〓
せ
編
、
三
省
出

版
社
）

⑩

『製
札
ム
國
語
辞
典
』

（
一
九
八
〇
年
、
民
衆
書
林
）

第

一
期
は
、
韓
国
人
の
日
本
留
学
開
始

（
一
八
八

一
年
）
お
よ
び
日
韓
間
の

貿
易
増
加
、
さ
ら
に
日
本
が
韓
国
を
保
護
国
化
し
た
こ
と

（
一
九
〇
五
年
）
な

ど
に
よ
っ
て
、
日
本
語
が
韓
国
に
だ
ん
だ
ん
紹
介
さ
れ
て
い
っ
た
時
期
で
あ
る
。

韓
国
と
日
本
と
の
交
流
が
本
格
化
さ
れ
る
前
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
宣
教
師
に
よ
っ

庫
酬
噺
眸
力ヽ れ
」
ヽ
韓
嚇
諄
御
け
」
粗
ｒ
鵠
生
鮮
な
あ
け
識
商
か
計
¨
〔

『
出
は
い

見
聞
』

（
一
八
九
五
年
）
に
は

「見
本
」
が
入
っ
て
い
る
。
「
西
遊
見
聞
』
は
、

一
八
八

一
年

（明
治

一
四
年
）
か
ら

一
八
八
二
年
ま
で
一
年
三
か
月
間
福
沢
諭

吉
の
も
と
で
留
学
し
て
い
た
蒸
吉
溶
が
、
帰
国
後
韓
国
の
人
々
に
西
洋
を
紹
介

け
鮮

鮮

聾

鍵

鷲

蕩

碁

製

雉

角

澤
縞

梁

馨

解



『
西
遊
見
聞
』
に

博
覧
會
・…
‥
中
略
…
…
其
名
物
豊
大
綱
記
録

ｔ
社

『
…
…
諸
種
火
輸
電

氣
及
炭
氣
判
器
機
斗
刀
剣
銃
砲
時
票
馬
具
農
具
鋼
見
本
斗
…
…

（博
覧
会

…
…
中
略
…
…
（出
品
さ
れ
る
）
物
品
の
名
前
を
ざ

っ
と
記
録
す
る
と
、各

種
蒸
気
機
関

。
電
気
機
器

・
ガ
ス
機
器

・
刀
剣
類

。
銃
砲

。
時
計

・
馬
具

。
農
具
な
ど
の
見
本
と
…
…
×
四
五
一
頁
、以
下
訳
お
よ
び
傍
点
は
筆
者
）

の
よ
う
に
出
て
い
て
、
「
サ
ン
プ
ル
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
「
西
遊
見
聞
』
よ
り
二
年
後
２

八
九
七
年
）
に
出
版
さ
れ
た

「韓
英

字
典
』
初
版
に
は
、

「巻
姻
　
■
牡
　
＞

ｏ
』”
ミ
ｏ
一一ｐ

＞

ｏ
い”
ミ
」

と
あ
り
、
「巻
姻
」
が
出
て

く
る
。
一
九
〇
八
年
五
月
か
ら

一
九

一
一
年
五
月
ま
で
刊
行
さ
れ
た
韓
国
最
初
の
近

代
的
雑
誌
で
あ
る

『少
年
』
に
は
、
「捲
姻
」
２

九
〇
九
年
十

一
月
号
、
三
二

頁
）
。
「葉
書
」
盆

九

一
〇
年
八
月
号
、
広
告
欄
）
な
ど
が
見
え
る
。

第

一
期
の
お
わ
り
頃
の
韓
国
語
を
反
映
す
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

『韓
英
字

典
』
二
版
に
は
、

覚
書
　
色
狂
　
一九
入
　
買
入
　
株
　
株
式

（―
取
引
所
、
―
取
引
者
）

株
主
　
毛
織
　
氷
水
　
接
木
　
出
口
　
手
数
料
　
手
荷
物
　
取
扱
　
仲
売

長
靴
　
荷
物

（―
検
査
所
）
　

葉
書
　
半
長
靴
　
船
積
証
巻
　
船
積
証
書

船
積
港
　
巻
姻

な
ど
が
出
て
く
る
。
し
か
し
、
同
書
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
時
期
に
発
刊
さ
れ

た

「少
年
』
誌
に
、
「巻
姻
号

「葉
書
」
以
外
は
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
見

る

と
、
こ
れ
ら
の
語
が
当
時
ど
の
く
ら
い
使
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
疑
間
も
生
じ

２つ
。以
上
の
こ
と
か
ら
、
第

一
期
に
は
商
業
お
よ
び
経
済
関
係
語
を
中
心
に
二
七

語
が
文
献
に
見
え
る
が
、
ま
だ

一
般
化
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

第
二
期
は
日
本
の
植
民
地
統
治
期
で
、
現
代
韓
国
語
に
入
っ
て
い
る
日
本
語

は
ほ
と
ん
ど
こ
の
期
間
中
に
入
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

一
九

一
一
年
か
ら
十
年
を
か
け
て
、
当
時
の
朝
鮮
総
督
府
が
韓
国
の
学
者
な

ど
を
参
加
さ
せ
て
作

っ
た

『朝
鮮
語
辞
典
』
に
は
、

色
狂
　
買
入
　
毛
織
　
氷
水
　
長
靴
　
葉
書
　
巻
姻

（以
上
第

一
期
の
資

料
に
現
わ
れ
る
語
）
入
口
　
買
受
　
貸
付
　
支
払
　
一万
帳

（以
上
新
し
く

見
え
る
語
）

な
ど
が
見
え
る
。

「朝
鮮
語
辞
典
』
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、
日
本
に
留
学
中
で
あ

っ
た
韓
国
留

学
生
た
ち
が
発
刊
し
た
文
芸
雑
誌

『創
造
』
に
は
、
本
文
中
に

受
付

（
一
号
六
九
頁
）

書
留

（
八
号
七
七
頁
）

建
物

（
三
号
六
七
頁
）

取
締
役

（
四
号
三
九
頁
）

葉
書

（
三
号

一
九
頁
）

引
揚
（
四
号
五
二
頁
）

巻
姻

（七
号
三
七
頁
）

待
合
室

（
一
号
六
九
頁
）

な
ど
が
見
え
、
ま
た
、
七
号
の
広
告
欄

（「株
式
會
社
創
造
社
嚢
起
趣
旨
書
し

に
は
、内
訳
　
株
　
株
券
　
株
式
　
株
式
会
社
　
株
主
総
会
　
支
払
　
支
払
高

積
立
金
　
手
数
料
　
取
扱
所
　
取
締
役
　
払
込
　
振
替
　
申
立

な
ど
が
出
て
く
る
。

『創
造
』
の
本
文
に
は
、
当
時
日
本
語
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
韓
国
語
に
入

っ

て
い
っ
た
か
を
な
ま
な
ま
し
く
示
す
用
例
が
あ
る
。

「受
付
」
は

『創
造
』

一

号

（
一
九

一
九
年
二
月
、
六
九
頁
）
に

ュヽ、
一
い
（管

ヽ付、
）■
司
アー
月
住
所
姓
名
年
歳
モ
音
記
入
月
■
・平
到
…
‥

（
ぃ

デ
ィ
キ
（受
付
）
に
行

っ
て
住
所
姓
名
年
齢
な
ど
を
記
入
さ
せ
た
後
‥
‥
）

の
よ
う
に
、
「受
付
」
に
当
た
る
当
時
の
韓
国
語

（
ユ
司
冽
）
を
書
い
て
か
ら
、
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括
弧
し
て
漢
字
で

「受
付
」
と
書
き
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
年
後
に

出
た
七
号

（
一
九
二
〇
年
七
月
、
四
四
頁
）
に
は
、

「呵
嗜
尋
封
建
受
付
アト
司
朝
電
●
オ
　
フト
ニ
月
そ
スー
ユ
」
■
４
オ
…
…
∩
す

み
ま
せ
ん
が
受
付
は
ど
こ
で
す
か
　
教
え
て
下
さ
い
」
と
言

っ
た
ら
…
）

の
よ
う
に
、
「受
付
」
に
あ
た
る
韓
国
語
が
消
え
て
し
ま
っ
て
、
「受
付
」
が
そ

の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
る
。

「待
合
室
」
も

一
号

（
六
九
頁
）
に
は
、

せ
牛
獣
可
ユ
与
病
院
ュ
ニ
モ
可
オ
バ
、　
■
■
■
モ
■

（待
合
室
）
ユ
ニ
奏

斗

（
し
か
た
が
な
く
彼
は
病
院
に
入
っ
て
、
（診
察
の
順
番
が
来
る
ま
で
）

待
つ
部
屋

（待
合
室
）
へ
行

っ
た
）

の
よ
う
に
、
「待
合
室
」
に
あ
た
る
韓
国
語
を
傍
点
を
付
け
て
先
に
書
い
て
、
括

弧
し
て

「待
合
室
」
を
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ

一
号

（七
〇
頁
）
に
は
、

■
オ
待
合
室
可
フト
月
冽
斗
司
ュ
哄
生
嘔
　
長
電
♀
男
爵
可
斗
贄
裂
４

（私

が
待
合
室
へ
行

っ
て
待

っ
て
い
た
ら
、
後
の
こ
と
は
全
部
男
爵
が
引
受
け

る
で
し
ょ
う
）

の
よ
う
に
、
「待
合
室
」
を
そ
の
ま
ま
使

っ
て
い
る
例
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
用
例
で
見
た
よ
う
に
、
「待
合
室
」
は

一
九

一
九
年
二
月
頃

に
は

す
で
に
韓
国
語
に
入
っ
て
い
て
、
「
■
４
司
モ
■
」
と

一
緒
に
使
わ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
ま
た
、
「受
付
」
は
、　
一
九

一
九
年
二
月
頃
は

「
ユ
ヨ
冽
」
と

一
緒

に
使
わ
れ
た
が
、　
一
九
二
〇
年
七
月
頃
に
は

「受
付
」
だ
け
で
も
通
じ
た
よ
う

で
あ
る
。

一
九
三
七
年

（昭
和

一
二
年
）
十
二
月
か
ら

一
九
三
八
年
五
月
ま
で

『朝
鮮

日
報
』
に
連
載
さ
れ
た
薬
萬
植
の
長
編
小
説

『濁
流
』
に
は
、
「受
付
」
。
「取

調
」
。
「割
引
」
ｏ
「窓
口
」
な
ど
が
見
え
、
ま
た
、
現
代
韓
国
語
で
は
使
わ
れ
て

い
な
い

「取
引
」
「買
方
」
。
「小
切
手
」
。
「手
形

（ぞ
割
引
ご
な
ど
も
出
て
く

Ｚ
り
。第
二
期
の
末
期
の
韓
国
語
を
よ
く
反
映
す
る
資
料
と
し
て
は

『
是
４
社
只
調

査
資
料
⑩
）
が
あ
る
。
同
辞
典
は
、

「朝
鮮
語
学
会
」
が

一
九
三
〇
年

（昭
和

評

雲
襲

訥

一舞

慶

訴

羅

畷

い
疇
】
壽
制
¨
』
』
諄

解
放
以
後

（
一
九
四
七
年
と

一
九
五
七
年
）
で
あ

っ
た
。
同
辞
典
に
は
、
こ
れ

ま
で
あ
げ
た
語
以
外
に
次
の
よ
う
な
語
が
新
し
く
見
え
る
。

赤
字
　
明
渡
　
後
払
　
編
物
　
一言
争
　
一言
渡
　
慰
問
袋
　
請
負

（ど
業
、

―
金
、
―
契
約
、
―
人
）

受
取
　
内
訳

（―
書
）

埋
立
　
士π
上
（―
高
）

売
物
　
士冗
渡

（々

証
書
）

売
出
　
織
物
　
買
上
　
買
占
　
抱
主
　
係
員

貸
出
　
貸
家
　
―
型

（血
液
と
、
新
―
）

株
式
市
場
　
壁
新
聞
　
仮
―

（々

釈
放
、―
差
押
、そ
執
行
、
―
住
所
、―
出
獄
、
―
出
場
、
―
条
約
、
ど

処
分
、
ど
調
印
、
そ
登
記
、
と
埋
葬
）

借
入
　
絹
織
物
　
組
合
　
組
長

組
版
　
黒
字
　
消
印
　
恋
人
　
小
売

（々

市
場
、
ど
商
）

小
作
（セ
権
、

２
争
議
、
―
農
、
々
問
題
、
ど
料
）

小
使
　
小
包
　
小
荷
物
　
差
入

差
押
　
挿
木
　
敷
地
　
品
切
　
品
物
　
支
払

（々

準
備
金
、
―
停
止
、
―

人
、
そ
場
所
、
と
命
令
、
―
猶
予
）

下
半
期
　
大
陸
棚
　
ｔ
高

（漁
獲

と
、
生
産
々
）
　

手
当
　
手
続
　
建
坪
　
坪
当
　
積
立

（―
金
）
　
手
製

取
消
　
取
締
　
投
売
　
投
買
　
生
菓
子
　
延
―
（―
人
員
、
そ
日
数
）

葉
書

（往
復
ど
）
　

場
面
　
払
下
　
引
上
　
引
受
　
引
下
　
引
継
　
引
渡

吹
込
　
不
渡
　
前
売
　
枕
木
　
正
宗
　
見
習
　
身
分
　
身
元
　
幅
人

『
是
料
社
』
に
入

っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
語
彙
を
み
る
と
、複
合
語
の
数
が
増
え

て
い
る
こ
と
が
目
立
つ
。
日
本
で
は
漢
語
で
は
な
い
が
韓
国
に
漢
語
と
し
て
受

け
入
れ
ら
れ
た
語
に
は
、
「取
締
役
」
の
よ
う
に
複
合
語
が
先
に
入

っ
た
場
合
も

あ
る
が
、
大
部
分
は
単
純
語
か
ら
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
辞
典
に
複
合
語
の
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借
用
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
日
本
か
ら
入

っ
た
語
が
韓
国
語
と

し
て
定
着
し
て
行

っ
た
と
い
う
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
み
て
、
第
三
章
に
あ
げ
た
語
は
ほ
と
ん
ど
が
第
二
期
に
入

り
、
使
用
面
に
お
い
て
も

一
般
化
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

第
三
期
は
、
戦
後
か
ら
現
在
ま
で
で
、
日
本
語
と
韓
国
語
が
直
接
接
触
し
な

く
な

っ
た
時
期
で
も
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、

「生
放
送
」
以
外
に
は
借
用
の

証
拠
が
見
当
ら
な
い
。

「生
放
送
」
は

「録
音
放
送
」
に
対
す
る
用
語
で
、
こ

の
こ
と
ば
が
で
き
た
の
は

「録
音
放
送
」
と
い
う
語
が
で
き
て
か
ら
の
こ
と
と

思
わ
れ
る
。

「生
放
送
」
は
、
戦
前
の
日
本
の
資
料
に
は
見
当
ら
な
く
、　
一
九

五

一
年

（昭
和
二
六
年
）
に
出
た
尾
崎

一
雄
の

『も
ぐ
ら
横
丁
』
（九
節
）
な
ど

に
見
え
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「総
合
放
送
文
化
研
究
所
」
の

「放
送
用
語
研
究
部
」
に

問
い
合
わ
せ
し
た
と
こ
ろ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
昭
和
二
〇
年
代
後
半
か
ら
使

っ
た
と

い
う
。
今
回
調
べ
た
範
囲
で
は
、
韓
国
の
資
料
に
も

一
九
六
〇
年
以
前
の
資
料

に
は
見
当
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
「生
放
送
」
は

一
九
四
五
年

以
後
入
っ
た
こ
と
ば
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
第
三
期
は
、
第
二
期
ま
で
入

っ
た
語
が
多
数
廃
語
に
な

っ
た
時
期
で

も
あ
る
し
、　
一
方
で
は
、
廃
語
化
か
ら
免
れ
た
語
が
ほ
と
ん
ど
韓
国
語
と
し
て

定
着
し
た
と
い
う
時
期
で
も
あ

っ
た
。

韓
国
は
一
九
四
五
年
独
立
以
後
、
難
し
い
漢
語
や
日
本
式
用
語
を
韓
国
固
有

語
ま
た
は
韓
国
式
漢
語
に
変
え
る
運
動
を
大
々
的
に
展
開
し
た
。
そ
の
運
動
の

時
、
本
稿
で
扱
う
語
が
審
査
の
主
要
対
象
と
な

っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

第
二
期
ま
で
韓
国
語
に
入

っ
た
日
本
語
の
中
で
、
同
運
動
に
よ
っ
て
韓
国
語
に

変
え
ら
れ
た
語
と
し
て
は

取
引

（↓
冽
朝
）
　

受
付

（↓
接
受
処

〔人

・
係
》
　
書
留
（↓
登
記
（郵

便
じ
　
申
立

（↓
建
議

。
主
張
）
　

買
方

（↓
４
讐
■
）
　

小
切
手

（↓

牛
三
）
　

手
形

（↓
司
書
）
　

申
入

（↓
利
フー

・
川
ｑ
）
　

小
使

（↓

電
■
讐
■
バ
４

・
庁
夫
）

士冗
切

（↓
売
尽
）

手
入

（↓
４
■
）
　

踏

切

（ｔ
社
電
子
）
　

取
締

（↓
嗜
キ
）

な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
意
味
が
わ
か
り
に
く
く
、
当
時
日
本
語
で
あ
る

認
識
が
残

っ
て
い
た
語
で
あ
る
。
植
民
地
統
治
期
間
中
、
日
本
語
が
強
制
さ
れ

て
い
た
韓
国
人
と

っ
て
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
日
本
語
を
捨
て
て
、
韓
国
固
有
語

や
韓
国
式
漢
語
を
取
り
も
ど
す
の
が
何
よ
り
も
必
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
た
の

で
あ
る
。

一
方
、
廃
語
化
か
ら
免
れ
た
語
は
、　
一
部
の
語
を
除
い
て
は
と
ん
ど
が
韓
国

語
と
し
て
完
全
に
定
着
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現
在

一
般
の
韓
国
人
は
、
こ

れ
ら
の
語
が
も
と
も
と
日
本
か
ら
入

っ
た
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
あ
ま
り
意

識
し
て
い
な
い
。

第
二
章
で
あ
げ
た
語
彙
の
中
で
、
今
日
ま
で
完
全
に
定
着
し
な
か
っ
た
語
と

し
て
は
、
「打
合
」
。
「空
手
」
。
「手
続
」
。
Ｆ
”
切
」
。
「背
番
号
」
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
五
つ
の
語
の
う
ち
、
「打
合
」
は
こ
の
ご
ろ
あ
ま
り
使
わ
な
く
な
り
、
「空

手
」
は

「外
斗
到

〔庁
ミ
”
０
こ
」

の
よ
う
に
外
来
語
読
み
す
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
、
「手
続
」
。
Ｆ
田
切
」
。
「背
番
号
」
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ

「電
外

（節
次
ご

。
「電
子

（切
品
ご

ｏ
「手
番
号
」
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
雪
口争
」
（せ

斗
岳

〔ヨ
”
Ｆ
営
●
ヨ
）

「内
訳
」
（電
州

〔日
」ｏ
ｏ
８
じ

。
「貸
家
」
（裂
■
７
２

ｏ
〓
ｏ
〕
）
。
「底
引
網
」

Ｔ
一モ
■

〔一”８
【日
，
色
）
。
「取
扱
」
（嘲
♀

〔一呂
じ

「役
割
」
（子
社

〔″
二
己
）
な
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
括
弧
の
中
の
語
と
競
合
関
係

に
あ

っ
て
、
将
来
の
帰
す
う
が
注
目
さ
れ
る
。

五
、
お
わ
り
に

以
上
、
日
本
で
は
全
部
ま
た
は

一
部
を
訓
読
み
す
る
語
で
、
韓
国
に
漢
語
と



し
て
受
け
入
れ
た
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
そ
の
語
彙
と
借
用
の
時
期
な
ど
を
中

心
に
見
て
き
た
。
韓
国
人
は
、
漢
字
で
書
か
れ
て
い
る
語
は
全
部
音
読
す
る
と

い
う
習
慣
に
よ
り
こ
れ
ら
の
語
を
音
読
み
語
と
し
て
受
け
入
れ
た
が
、
こ
の
よ

う
な
受
け
入
れ
方
に
よ
り
、
当
時
日
本
語
に
抵
抗
感
を
持

っ
て
い
た
人
々
も
受

け
入
れ
や
す
く
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
こ
れ
ら
の
語
彙
の
将
来
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。
例
え
ば
、

一
九
七
〇
年
代
後
半
ま
で
韓
国
の
軍
隊
で
毎
日
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
ば
の
中
に

は

「電
冽
牛
鱈
」
（り
ざ
ｏ
Ｌ
β
”２
　
と
い
う
語
が
あ

っ
た
。
「報
冽
牛
¶
」
と
は

「兵
器
手
入
」
の
こ
と
で
、
当
時
韓
国
人
は

「兵
器
手
入
」
の
意
味
は
わ

か

っ

た
が
、
な
ぜ

「キ
電
」
が

「兵
器
な
ど
に
手
を
加
え
て
、
機
能
を
よ
り
よ
く
発

揮
す
る
状
態
に
す
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
か
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
か
っ
た
と

思
う

（筆
者
も
日
本
語
を
覚
え
て
か
ら
は
ん
と
う
の
意
味
に
気
が
つ
い
た
）。
そ

の
後
、
こ
の

「牛
¶
」

（手
入
）
は
意
味
が
わ
か
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
、

一
九
八
〇
年
ご
ろ
か
ら

「暑
４
」
Ｆ
ｏ
●
辞
こ

と
い
う
固
有
韓
国
語
に
変
わ

っ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
例
と
同
じ
よ
う
に
、
今
後
ほ
か
の
語
も
別
の
韓
国
語
に
変
わ
る

可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
否
定
的
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
第
四
章
の
後
半
部
に
あ
げ
た

「手
続
」
や

「品
切
」
な
ど
の
よ
う

に
、
い
く
つ
か
の
語
は
競
合
関
係
に
あ
る
語
に
負
け
て
な
く
な
る
可
能
性
が
な

く
は
な
い
が
、
全
体
的
に
見
れ
ば
そ
の
可
能
性
は
少
な
い
と
思
う
。

「兵
器
手

入
」
の
ほ
う
は
軍
隊
用
語
で
、
短
い
期
間
に
変
え
ら
れ
た
が

（軍
隊
は
命
令
の

社
会
で
あ
る
か
ら
）
、
ほ
か
の
語
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
第
三
章
で
あ
げ

た

語
は
、
ほ
と
ん
ど
が
民
衆
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
ま
た
、
長
い
間
生
活
用

語
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
、
現
在
で
は
も
う
日
本

語、
で、
は、
な、
く、
、
は、
と、
ん、
ど、
が
完、
全、
に、
韓、
国、
語、
イヒ、
さ、
れ、
て、
ぃ
る、
の、
で、
あ、
る、
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
日
本
で
は

一
部
ま
た
は
全
部
が
訓
読
み
さ
れ
る
語
で
、

韓
国
に
音
読
み
語
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
語
の
大
部
分
は
、
今
後
も
韓
国
語

と
し
て
引
き
継
ぎ
生
き
て
い
く
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

①
　
拙
稿

（「西
遊
見
聞
の
漢
語
に
つ
い
て
―
―
日
本
か
ら
入
っ
た
語
を
中
心
に
―
―
」、

一
九
八
四
、
（大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
提
出
・
修
士
学
位
論
文
）

②
　
鈴
木
修
次
、
「日
本
漢
語
と
中
国
』
２

九
八
一
、中
央
公
論
社
）
の

「は
し
が
き
」

な
ど
に
よ
る
。

③
　
中
国
洋
学
資
料
の
語
彙
は
、
佐
藤
享
氏
が

『近
世
語
彙
の
研
究
六
一
九
八
三
、
桜

楓
社
）
で
調
べ
た
も
の
を
カ
ー
ド
化
し
、
参
照
し
た
。

④
　
韓
国
資
料
は
第
四
章
に
詳
し
い
。
日
本
の
資
料
は

『邦
訳
日
葡
辞
書
」、
「易
林
本

節
用
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
節
用
集
類
、
「江
戸
語
大
辞
典
」、

『和
英
語
林
集
成
』

Ｉ
・
Ⅱ
。
Ⅲ
版
、
害
口海
』、
「大
言
海
』、
「日
本
国
語
大
辞
典
』
（小
学
館
）、
な
ど

の
辞
典
類
、
「今
昔
物
語
』
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
古
典
の
索
引
類
な
ど

⑤
　
こ
れ
ま
で
日
本
か
ら
中
国
に
入
っ
た
語
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
語
に
は
、
請
負

。
大
型
。
２
型
・
株
券

・
株
式
会
社

・
株
主
・
高
利
貸
・
小
型
・
小
切
手
。
手
当
・

手
形
。
手
数
料
。
手
続
・
取
消
・
取
締
・
取
締
役

。
取
引

・
荷
物

・
場
面
。
引
波

・

見
習
。
身
分
・
見
本
・
割
引
な
ど
が
あ
る
。

⑥
　
『韓
英
字
典
』
二
版
は
、　
一
九
一
一
年
に
出
版
さ
れ
た
が
、　
お
も
に
第

一
期
の
こ

と
ば
を
反
映
す
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
第

一
期
の
資
料
に
入
れ
た
。

⑦
　
「是
朴
社
』
も
第
三
期
に
出
版
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
が
、
原
稿
は
一
九
四
二
年
に

で
き
て
い
た
の
で
第
二
期
の
資
料
に
入
れ
た
。

③
　
前
に
あ
げ
た
筆
者
の
修
士
論
文
に
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

◎
　
一
九
四
二
年
、
当
時
日
本
の
朝
鮮
総
督
府
が
、
「朝
鮮
語
大
辞
典
」
の
編
纂
に
関
係

し
た
学
者
た
ち
を
逮
捕
し
た
事
件
。
当
時
日
本
は
韓
国
語
抹
殺
政
策
を
と
っ
て
い
た

た
め
、
韓
国
人
が
韓
国
語
を
研
究

・
普
及
す
る
こ
と
は
治
安
維
持
に
反
す
る
犯
罪
と

見
な
さ
れ
て
い
た
。
同
事
件
で
は
、
二
人
の
獄
死
者
。
一
一
人
の
有
罪
判
決

。
二
九

人
の
検
挙
者
を
出
し
た
。
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れ無一一印論詢輯赫十　一れ燃〓各一薪鰯摯（学利嘲嘲）（ソゥル〉

付
記「生
放
送
」
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
本
学
助
手
の
米
川
明
彦
氏

（「も
ぐ
ら
横
町
』
の

用
例
）
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
放
送
文
化
研
究
所
放
送
用
語
研
究
部
の
菅
野
謙
氏
の
御
教
示
を

受
け
た
。
こ
こ
に
謝
意
を
述
べ
る
。
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